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1.研究の背景と目的 

 前編（その 1）では、イクソンドンの地区単位計画の特

性について述べた。本編（その 2）では、イクソンドンの

転用韓屋の外観特性を整理し類型化する。それにより地

区単位計画が外観特性に与えている影響について考察す

ることを目的とする。 

 

2.分析方法 

2-1.研究対象とする韓屋の選定基準 

転用韓屋の外観特性について分析するため、イクソン

ドンの地区単位計画区域内にあるすべての転用韓屋の外

観写真を撮影した。住宅以外の営業中の韓屋で、①外か

ら見た時に垂木や柱など韓屋の構造が残っているもの、

②瓦屋根のもの、③庭の上部仕上げが開放・透明または

半透明のもの、④内部に垂木が見えるものののうち 1 つ

でも当てはまる場合を転用韓屋として撮影を行った。韓

屋の正面から撮影をし、道幅の都合上画角に収まらなか

った場合は別の角度からも撮影した。研究対象の韓屋と

して 84 件のサンプルが得られた。 

2-2.カテゴリーの選出 

韓屋の外観特性の評価軸を抽出するために多重対応分

析を行う。まず、多重対応分析を行うために必要なカテ

ゴリーの選出を行った。カテゴリーとは、本研究で外観

特性として扱う韓屋の構造や外壁、看板や照明などの項

目のことである。韓屋の外観を構成する要素として外壁

やドアの素材、装飾の数なども重要であると判断したた

め、地区単位計画 1)に加えて既往研究 2)と KJ 法を用いて

カテゴリーを選出した。分析に用いる評価項目として地

区単位計画からは「韓屋の形及び外観に関する決定」

（34-36 ページ）を参照した。既往研究は Woo らの研究 2)

を参考に、「韓屋リノベーションのタイプ分類」より項目

を抜き出した。KJ 法では外観を分類する際に基準とした

要素を抽出した。 

 

3.イクソンドンの転用韓屋の外観特性 

3-1.評価軸の抽出と類型化 

 鈴木らの研究 3)に倣い、多重対応分析を用いてイクソ

ンドンの転用韓屋を、外観特性の評価軸を抽出した。そ

の結果、第一軸<装飾性-非装飾性>（寄与率:9.7%）、第 2

軸<改変的-原型的>（寄与率:8.1%）の 2 つの軸を抽出した。

多重対応分析で得られた第 1 軸と第 2 軸のオブジェクト

スコアを用いてクラスター分析を行い、外観特性による

イクソンドンの転用韓屋の類型化を行った。 

3-2.各類型の特徴と地区単位計画の遵守事項 

 各類型の特徴を整理し、分類された韓屋が地区単位計

画をどの程度遵守しており、その影響をどのように受け

ているかを明らかにする（表 1）。 

(1)類型 1：伝統考慮型(n=38) 

 代表的な評価項目として、「ドア現存」、「庭上部透明・

半透明」、「外部付属物なし」、「光源露出なし」が確認さ

れた。屋根や構造の一部に非遵守事項が確認されたもの

の、規制項目の多くを遵守している韓屋が多いため「伝

統考慮型」とした。 

(2)類型 2：外壁個性型(n=22) 

代表的な評価項目として、「外壁原色系列」、「主な外壁

素材コンクリート・金属・瓦」、「光源原色系列」が確認

された。外壁や照明に原色が使われていたり、外壁の素

材にコンクリートなどの変わった素材が使われたりして

おり、外壁が個性的な韓屋が多いため、「外壁個性型」と

した。 

(3)類型 3：装飾型(n=6) 

代表的な評価項目として、「装飾の数 9 以上 11 以下」が

確認された。装飾はメニューが書かれたポスターなどを

指す。したがって、「装飾型」とした。類型 3 は類型 1 に

次いで遵守事項が多い類型であった。 

(4)類型 4：伝統保全型(n=14) 

 代表的な評価項目として、「素焼き瓦」、「主な外壁材料

木材」、「庭上部開放」、「装飾の数 2 以下」が確認された。

瓦や庭などに手が加えられておらず韓屋が元の形を保ち、

装飾の数も少ないことから「伝統保全型」とした。 

(5)類型 5：装飾看板型(n=4) 

代表的な評価項目として、「看板面積が外壁面積の 1/12

より大きい」、「看板が柱で分断されたマスを超えている」

「看板が屋根を覆っている」、「看板が軒線を超えている」

「看板の数 3 以上」が確認された。地区単位計画の看板

に関する規制項目を全て遵守していない類型であり、「装

飾看板型」と名前をつけた。 
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3-3.各類型の分布 

各類型の分布を図 1 に示す。分布を見ると、伝統考慮

型・伝統保全型はまとまった場所に群をなして分布して

いることが明らかとなった。伝統的な韓屋が存在すると、

その周辺も同様の外観で保全され、景観保全への意識が

働きやすいと考えられる。また、装飾型・看板装飾型は

強い規制がかかる韓屋保存区域注 1)の外側に多く分布して

いるため、地区単位計画の規制項目が遵守されていない

ことが明らかとなった。 

3-4.総合考察 

遵守事項が最も多く確認されたのは「伝統考慮型」で

あり、瓦や垂木などの構造や外部付属物に関する項目を

よく守っていた。この類型は、伝統的な要素を残しなが

らも、商業的な利用を実現していると言える。一方で、

「外壁個性型」は外壁や照明にカラフルな要素が多く、7

項目で違反が確認された。見た目の印象はおしゃれで目

立つものの、伝統的な韓屋の美しさが損なわれている異

例も多く見られた。「装飾型」は、件数は少ないが、地区

単位計画は比較的よく守られていた。「伝統保全型」では、

庭の開放や瓦の使用など、韓屋らしい外観を保つ項目が

よく遵守されていたが、夜間照明や外部設備の一部で非

遵守項目があった。「装飾看板型」は最も件数が少なく、

看板や照明での非遵守項目が多く、商業性が強く表れた

類型であった。特に屋根や軒下が看板で隠れている例が

見られた。 

 項目別に見ると、外壁や構造に関する項目は比較的よ

く守られていたが、庭上部の閉鎖や外部付属物、照明の

光源露出などの項目では多くの違反が見られた。特に、

イクソンドンでは商業空間の確保するため庭の内部転用

が進んでおり、それに伴って庭の景観や構造が損なわれ

る傾向がある。また、塀が残っていない韓屋が多いため、

外部付属物が露出しやすく、設計者や店主の意識の違い

も違反の要因となっている。 

 

4.まとめ  

 本研究では、イクソンドンに存在する転用韓屋の外観

特性を類型化し、地区単位計画が外観特性にどのような

影響を与えるかを明らかにした。伝統考慮型や伝統保全

型では計画をよく遵守しており、伝統性と商業性のバラ

ンスが取れていることが確認された。一方、外壁個性型

や装飾看板型では外壁や照明、看板における違反が多く、

商業的意匠が優先されている傾向が見られた。特に、庭

の内部転用や外部付属物の露出、光源の扱いが課題とな

っており、今後さらに景観と調和する工夫が求められる。

伝統的な構造を維持しつつ、現代のニーズとバランスを

とることが、イクソンドンの持続的な発展において重要

であると考えられる。 

【注】 
注 1) 韓屋保存区域とは、韓屋密集地域の中で韓屋の保全と新興が必要と認め

られ、地区単位計画により韓屋のみの建築のみが許可され、高さなどが規制

されることで、韓屋村の景観を守る区域である。 
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図 1 各類型の分布 

大分類
地区単位計画

規制項目

伝統考慮型

(n=38)

外壁個性型

(n=22)

装飾型

(n=6)

伝統保全型

(n=14)

装飾看板型

(n=4)

瓦 × ？ ○ ◎ ○

垂木 ○ × ○ ○ ○

構造 真壁 × × ○ ○ ○

土俗主義的材料 ○ ○ ○ ○ ○

外壁の色 ○ × ○ ○ ○

構造遮蔽 ○ ○ ○ ○ ×

庭 庭上部 ○ × × ◎ ×

外部設備 外部付属物 ◎ × × × ×

看板面積 ○ ○ ○ ○ ×

看板大きさ ○ ○ ○ ○ ×

看板遮蔽 ○ ○ ○ ○ ×

看板超過 ○ ○ ○ ○ ×

看板の数 ○ ○ ○ ○ ×

動く発光広告物 ○ ○ ○ × ○

照明方式 ○ ○ ○ × ○

光源の色 ○ × ○ ○ ○

光源露出 ○ × × × ×

光の動き ○ ○ ○ × ×

16 10 15 13 8

    凡例:◎…よく遵守している,◯…遵守している,×…非遵守,？…判別不可

屋根

屋外広告物

夜間照明

外壁

遵守事項数

表 1 各類型の地区単位計画との比較 
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